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１．2026年２月期の業績（2025年３月１日～2026年２月28日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 3,278 52.9 914 53.8 912 53.3 652 53.4
2025年２月期 2,144 52.0 594 17.1 595 20.1 425 28.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年２月期 63.95 63.30 37.2 35.9 27.9
2025年２月期 42.04 41.27 35.1 35.8 27.7

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 3,215 2,086 64.9 203.42
2025年２月期 1,873 1,422 75.9 140.66

(参考) 自己資本 2026年２月期 2,086百万円 2025年２月期 1,422百万円

（３）キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年２月期 △375 △93 406 427
2025年２月期 △161 △242 △69 488

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －
2026年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －
2027年２月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －



３．2027年２月期の業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,800 71.9 326 241.6 326 240.8 219 257.6 21.37
通 期 4,823 47.1 1,449 58.5 1,449 58.9 972 49.2 94.85

※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年２月期 10,256,000株 2025年２月期 10,110,000株

② 期末自己株式数 2026年２月期 －株 2025年２月期 －株

③ 期中平均株式数 2026年２月期 10,195,775株 2025年２月期 10,110,000株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等につきましては、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手について）

当社は2026年４月14日(火)に決算説明会を開催する予定です。（機関投資家様、個人投資家様合同開催）

なお、当日使用する決算説明資料は、TDnet及び当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社は、「モノづくりのあり方を変え、世界を変えていく」ことをミッションに掲げ、製造業界向けに、ＡＩ

技術及びＩｏＴ技術等の新しい技術を活用したサービスを提供しております。

当事業年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善、日米交渉の合意による関税措置の不確実性の後退

等により、景気は緩やかに回復してまいりました。一方で、物価上昇による個人消費の弱さや地政学リスクの高

まりにより、先行きが不透明な状況が続いております。

当社がサービスを提供する製造業界においては、企業の設備投資意欲は底堅く、少子高齢化や人口減少を背景

とした将来の労働生産性の向上を目的とした既存システムの刷新やＤＸの推進によるＩＴ投資の動きが見られま

す。

このような経営環境の中、当社は、製造業の品質検査における労働集約型の作業や従来の製品に代わる手段と

して、ＡＩを活用した画像検査システム「Phoenix Vision/Eye」の提供及び製造業の生産工程における自動化を

推進するＤＸコンサルティングサービスを提供しております。

当事業年度では、本社移転拡張に伴う社員増加への対応や、カスタマーサポート専門部署の始動による既存顧

客フォロー体制の強化を進めました。また、ＡＩ技術とＸ線検査技術を融合した新製品「PX-1000N」をリリース

し、内観検査分野への展開を開始しました。さらに、展示会への出展によるリード獲得の強化、海外テストマー

ケティングの実施、営業所の開設（仙台、札幌）、積極的な採用活動などを通じ、成長戦略に基づき社内基盤の

拡充と営業体制の強化を図っております。その結果、導入実績のある業界における同業他社からの受注獲得や、

国内全工場を対象とした製品品質向上を目的とする大型プロジェクトにおいてパートナー企業に選定されるなど、

事業は順調に拡大しております。

この結果、累計取引社数が337社となり、当事業年度においては、売上高3,278百万円（前期比52.9％増）、営

業利益914百万円（前期比53.8％増）、経常利益912百万円（前期比53.3％増）、当期純利益652百万円（前期比

53.4％増）となりました。当事業年度末の受注残高は、1,269百万円となります。

なお、当社は製造業ＤＸ事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載はしておりません。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当事業年度末における資産合計につきましては、前事業年度末に比べ1,341百万円増加し、3,215百万円となり

ました。これは主に、売掛金及び契約資産が1,118百万円、原材料が91百万円増加したこと等によるものでありま

す。

（負債）

当事業年度末における負債合計につきましては、前事業年度末に比べ677百万円増加し、1,129百万円となりま

した。これは主に、短期借入金が400百万円増加、人員増に伴う給与増加及び新本社フリーレント計上等による未

払費用が131百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当事業年度末における純資産合計につきましては、前事業年度末に比べ664百万円増加し、2,086百万円となり

ました。これは主に、当期純利益を652百万円計上したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前事業年度末に比べ61百万円減少

した結果、427百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において営業活動によるキャッシュ・フローは375百万円の支出（前年同期は161百万円の支出）と

なりました。これは主に、税引前当期純利益912百万円の計上、売上債権及び契約資産の増加による支出1,118百

万円、法人税等の支払額201百万円によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において投資活動によるキャッシュ・フローは93百万円の支出（前年同期は242百万円の支出）とな

りました。これは主に、有形固定資産の取得による支出101百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において財務活動によるキャッシュ・フローは406百万円の収入（前年同期は69百万円の支出）とな

りました。これは短期借入による収入400百万円によるものであります。

（４）今後の見通し
2027年２月期におきましては、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー供給の不安定化や原油価格の上昇が見られ

ます。その結果、原材料費、人件費、光熱費、配送費等の更なる高騰が予想され、当社の経営環境は一段と厳し

さを増していくことが予想されます。

一方、当社がサービスを提供する日本の製造業界においては、厳しさを増す経営環境に適応するためにデジタ

ルトランスフォーメーションへの投資が堅調に推移しており、事業環境に大きな変化はないものと考えておりま

す。

こうした中、当社は新規顧客の獲得及びリピート需要の拡大に向けて営業基盤の強化を図るとともに、将来の

成長を見据えた人材基盤の構築を目的に、採用活動の強化にも注力してまいります。

売上高計画は、持続的な成長に向けた顧客基盤の拡充及び既存顧客との取引拡大を前提に、「ＡＩシステム」、

「ＤＸコンサルティング」それぞれの受注状況、受注確度及び商談の進捗に応じた適切な掛け目を用いて積み上

げ方式で策定しております。ＡＩシステムでは、新規顧客からの受注に加え、既存顧客からのリピート案件の増

加による売上拡大を見込んでおります。ＤＸコンサルティングでは、既存顧客のリピート需要を中心に自動化案

件を積み上げるとともに、ＡＩシステムとの連携による業務効率化を図る案件も織り込み、売上計画を立案して

おります。2027年２月期はＡＩシステム4,423百万円、ＤＸコンサルティング400百万円の売上高を計画していま

す。

当社の売上原価は、主に材料費、労務費及び外注費であり、原価要素別に分類して計画を策定しており、ＡＩ

システムは、前期実績の平均原価率をベースに策定をしています。また、ＤＸコンサルティングは、前期実績の

稼働率を基礎として、人員計画よりコンサルティングに従事する人員の総人件費を算出し、顧客に納品するため

に必要な稼働率を掛け合わせることで計算しております。2027年２月期の売上原価は964百万円を見込んでおり、

売上総利益は3,858百万円となる計画です。

そのような事業環境の見通しを前提に、2027年２月の業績予想といたしまして、売上高4,823百万円（前期比

47.1％増）、営業利益1,449百万円（前期比58.5％増）、経常利益1,449百万円（前期比58.9％増）、当期純利益

972百万円（前期比49.2％増）を見込んでおります。

なお、本資料に記載されている業績予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって異なる場合があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、国内の同業他社との比較可能性を考慮し、当面においては日本基準を適用する方針であります。なお、今後

のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の採用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であり

ます。



株式会社ＶＲＡＩＮ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ (135A)
2026年２月期 決算短信

4

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2025年２月28日)

当事業年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 488 427

売掛金及び契約資産 838 1,957

商品及び製品 3 17

仕掛品 5 10

原材料 88 179

前払金 6 70

前払費用 107 82

その他 1 2

流動資産合計 1,539 2,747

固定資産

有形固定資産

建物 35 99

減価償却累計額 △15 △30

建物（純額） 19 69

車両運搬具 28 32

減価償却累計額 △8 △17

車両運搬具（純額） 19 14

工具、器具及び備品 80 116

減価償却累計額 △42 △72

工具、器具及び備品（純額） 37 43

建設仮勘定 8 1

有形固定資産合計 85 130

無形固定資産

ソフトウエア 1 2

無形固定資産合計 1 2

投資その他の資産

敷金 204 175

長期前払費用 － 77

繰延税金資産 42 82

その他 0 0

投資その他の資産合計 246 335

固定資産合計 333 468

資産合計 1,873 3,215
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(単位：百万円)

前事業年度
(2025年２月28日)

当事業年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 34 160

短期借入金 － 400

未払金 108 61

未払費用 90 221

契約負債 32 0

未払消費税等 48 39

未払法人税等 103 202

１年内返済予定の長期借入金 5 －

その他 27 42

流動負債合計 451 1,129

負債合計 451 1,129

純資産の部

株主資本

資本金 10 16

資本剰余金

資本準備金 288 294

その他資本剰余金 288 288

資本剰余金合計 577 583

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 834 1,486

利益剰余金合計 834 1,486

株主資本合計 1,422 2,086

純資産合計 1,422 2,086

負債純資産合計 1,873 3,215
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当事業年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

売上高 2,144 3,278

売上原価 462 692

売上総利益 1,682 2,585

販売費及び一般管理費 1,087 1,670

営業利益 594 914

営業外収益

受取利息 0 0

為替差益 0 －

助成金収入 0 0

雑収入 0 0

営業外収益合計 0 0

営業外費用

支払利息 0 2

雑損失 － 0

為替差損 － 0

営業外費用合計 0 3

経常利益 595 912

税引前当期純利益 595 912

法人税、住民税及び事業税 195 300

法人税等調整額 △24 △39

法人税等合計 170 260

当期純利益 425 652



株式会社ＶＲＡＩＮ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ (135A)
2026年２月期 決算短信

7

製造原価明細書

前事業年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当事業年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

区分
注記
番号

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 440 60.2 761 71.0

Ⅱ 労務費 196 26.8 228 21.3

Ⅲ 経費 ※１ 95 13.0 83 7.7

当期総製造費用 732 100.0 1,072 100.0

原材料期首棚卸高 59 88

仕掛品期首棚卸高 0 5

合計 792 1,167

原材料期末棚卸高 88 179

仕掛品期末棚卸高 5 10

他勘定振替高 ※２ 232 269

当期製品製造原価 ※３ 465 706

(注) ※１ 主な内訳は、次のとおりであります。

項目 前事業年度(百万円) 当事業年度(百万円)

外注費 47 24

※２ 他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。

項目 前事業年度(百万円) 当事業年度(百万円)

研究開発費 232 269

計 232 269

※３ 当期製品製造原価と売上原価の調整表

区分
前事業年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当事業年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

当期製品製造原価 465 706

期首製品棚卸高 － 3

合計 465 710

期末製品棚卸高 3 17

売上原価 462 692

(原価計算の方法)

当社の原価計算は、個別原価計算による実際原価計算であります。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本剰

余金

資本剰余金合

計

その他利益剰

余金 利益剰余金合

計繰越利益剰余

金

当期首残高 298 288 － 288 409 409 997 997

当期変動額

新株の発行(新株予約

権の行使)
－ －

減資 △288 288 288 － －

当期純利益 425 425 425 425

当期変動額合計 △288 － 288 288 425 425 425 425

当期末残高 10 288 288 577 834 834 1,422 1,422

当事業年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本剰

余金

資本剰余金合

計

その他利益剰

余金 利益剰余金合

計繰越利益剰余

金

当期首残高 10 288 288 577 834 834 1,422 1,422

当期変動額

新株の発行(新株予約

権の行使)
6 6 6 12 12

減資 － －

当期純利益 652 652 652 652

当期変動額合計 6 6 － 6 652 652 664 664

当期末残高 16 294 288 583 1,486 1,486 2,086 2,086
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当事業年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 595 912

減価償却費 35 53

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 0 2

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △545 △1,118

棚卸資産の増減額（△は増加） △37 △110

前払費用の増減額（△は増加） △89 25

仕入債務の増減額（△は減少） 33 126

未払金の増減額（△は減少） 76 △46

未払費用の増減額（△は減少） 48 131

契約負債の増減額（△は減少） △21 △31

未払消費税等の増減額（△は減少） △13 △9

その他 10 △104

小計 91 △170

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △0 △2

法人税等の支払額 △252 △201

営業活動によるキャッシュ・フロー △161 △374

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △77 △101

無形固定資産の取得による支出 △2 △0

敷金の差入による支出 △162 △25

敷金の返還による収入 0 55

資産除去債務の履行による支出 － △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △242 △94

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の借入による純増減額(△は減少) － 400

長期借入金の返済による支出 △63 △5

株式の発行による収入 － 12

上場関連費用の支出 △6 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △69 406

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △473 △61

現金及び現金同等物の期首残高 962 488

現金及び現金同等物の期末残高 488 427
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(未適用の会計基準等)

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第34号 2024年９月13日 企業会計基準委員会）

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第33号 2024年９月13日 企業会計基準

委員会）等

（１）概要

企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環として、借手の全

てのリースについて資産及び負債を認識するリースに関する会計基準の開発に向けて、国際的な会計基準を踏

まえた検討が行われ、基本的な方針として、IFRS第16号の単一の会計処理モデルを基礎とするものの、IFRS第

16号の全ての定めを取り入れるのではなく、主要な定めのみを採り入れることにより、簡素で利便性が高く、

かつ、IFRS第16号の定めを個別財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを目指したリース会計基

準等が公表されました。

借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、IFRS第16号と同様に、リースがファイ

ナンス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、全てのリースについて使用権資産

に係る減価償却費及びリース負債に係る利息相当額を計上する単一の会計処理モデルが適用されます。

（２）適用予定日

2029年２月期の期首から適用します。

（３）当該会計基準等の適用による影響

「リースに関する会計基準」等の適用による財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中でありま

す。

(セグメント情報等)

当社の事業セグメントは、「製造業ＤＸ」事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略

しております。
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(１株当たり情報)

前事業年度
（自 2024年３月１日
至 2025年２月28日）

当事業年度
（自 2025年３月１日
至 2026年２月28日）

１株当たり純資産額 140.66円 203.42円

１株当たり当期純利益 42.04円 63.95円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 41.27円 63.30円

（注)１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

（自 2024年３月１日
至 2025年２月28日）

当事業年度
（自 2025年３月１日
至 2026年２月28日）

１株当たり当期純利益

当期純利益
（百万円）

425 652

普通株主に帰属しない金額
（百万円）

－ －

普通株式に係る当期純利益
（百万円）

425 652

普通株式の期中平均株式数
（株）

10,110,000 10,195,775

潜在株式調整後１株当たり当期
純利益

当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 189,933 104,484

（うち新株予約権（株）） （189,933） （104,484）

希薄化効果を有しないため、潜
在株式調整後１株当たり当期純
利益の算定に含まれなかった潜
在株式の概要

－ －

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


